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総額３兆３６４１億円、一般会計は過去最大規模
神奈川県が２０１５年度当初予算案を提案

　県税・地方贈与税が170
億円増となりましたが、その一
方で介護・医療・児童関係費はこ

の10年間で約2.4倍に増えています。特に
子ども子育て支援新制度が4月から開始さ
れ、政令市・中核市の保育所等運営費の県
負担が増えることから児童関係費は前年の
1.6倍となっています。増え続ける介護・医
療費の抑制のためにも健康寿命の延伸へ
の取組みが急務です。
　また、増え続ける振り込め詐欺への対策や
DV・ストーカー被害防止の為に警察官を60
人増員し、体感治安の向上に努めていきます。

3月は桜の開花を迎えます。桜を楽しめる場所をピックアップしました。
○磯子区桜のお勧めスポット：岡村公園/久良岐公園/大岡川分水路河畔プロムナード/新杉田公園

/杉田川ふれあい散歩道　　○神奈川県立公園の桜の名所：三ツ池公園（横浜市鶴見区）/塚田公園
（横須賀市）/四季の森公園（横浜市緑区）/相模三川公園（海老名市）

神奈川県の２０１５年度当初予算案が２月１７日に開会した県議会の２０１５年第１回定例会に提案され、審議
が行われています。一般会計が１兆９４９５億円、特別会計が１兆３０２３億円、企業会計が１１２３億円で総額３兆
３６４１億円に上ります。このうち県民生活への影響が大きい教育、民生、警察などの施策に関係し、知事の考え、
取り組みが反映されることの多い一般会計は２０１４年度当初に比べ４・５％増えるなど過去最大規模となってい
ます。今年４月に知事選挙があることから、義務的経費や継続事業に絞った〝骨格予算〟となっていますが、国が
２０１５年度からスタートさせる「子ども・子育て支援新制度」への対応などで社会保障関係費が膨らんだことな
どによるものです。また県が推進してきた薄膜太陽電池の普及、未病産業の創出、認知症予防に向けた運動の
全県展開など継続性を重視する事業が多く盛られていますが、「水素を燃料とし二酸化炭素など排ガスを出さな
い燃料電池車」の普及に向け、新たに同車の購入を補助する制度を創設することにし、約４０００万円の補助金
を計上しています。当初予算案の採決は今定例会最終日の本会議（３月１３日）で行われる予定です。
予算案では重点事業として１０項目を挙げていますが、この一部を取り上げると―
■地震等災害対策の推進＝８３３億４１５万円（火山災害対策の推進１億３５８４万円。昨年１０月、横浜市緑区

でがけ崩れにより１人が死亡するなど県内にはがけ崩れ危険個所が多く、土砂災害対策として５５億７２７万円）
■子ども・子育ての新たな支援＝３９８億４８１６万円（保

育所・幼稚園・認定こども園に対する給付費負担金２０２億１
３８１万円など）
■保健・医療体制の整備・充実および福祉施策の推進＝

１,３９０億８０６８万円（在宅医療の提供体制の充実に向けた
取り組みに３億１３８９万円。介護給付費負担金８１３億５６２
０万円。新規に手話言語普及推進事業費２３０万円も計上さ
れました）
■さがみロボット産業特区の推進＝５７８８万円
■振り込め詐欺等被害防止コールセンターの運営＝２億

８４万円
■燃料電池車購入補助＝４０４０万円（１台あたり１０１万

円で４０台分。国の補助の２０２万円に上乗せして後押しす
る。トヨタ自動車が昨年末に販売した「ミライ」は税込みで７２
３万６０００円。横浜市も新年度予算で５０万円の補助金（１０
台分）を計上しており、国、県、市分の補助を受けると３７０万
６０００円で購入できることになります。
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　初代杉田劇場は、終戦後間もなく市電杉田線の終点近くに、高田菊弥氏によってつくられました。こ
の劇場は、高田氏が経営していたアルミ鍋の工場を改築したものです。磯子が生んだ大スター「美空ひ
ばり」はこの杉田劇場での出演後、本格的な芸能活動を続け、スター街道を上っていきました。その一
方で昭和２３（１９４８）年、本格的な劇場として横浜野毛にマッカーサー劇場と国際劇場がオープンし、
交通の利便性もあり、杉田劇場の客足が減って経営が苦しくなり、昭和２５（１９５１）年３月に閉館とな
りました。
　そしてJR新杉田駅前の再開発に伴って建設された、駅前の地上３０階の高層ビルに併設された「区民
文化センター」が平成１７年２月５日にオープンし、名称は一般公募により「杉田劇場」と命名されました。
現在の杉田劇場は、行政や自治会、学校・商店街など各団体と一体になった活動を主眼に運営されてい
ます。ホールは、コンサートや芝居・寄席など、展示室は絵画展や書道展・作品展な
ど広範囲な利用がされています。また、アマチュアだけでなく、国内外のプロの活動
家を招いてコンサート等も開催しています。中村牧館長にお話を伺うと「今後更に
愛され、喜ばれ一緒に活動が続けられるよう努力して参ります。」とのことです。

滝頭八幡神社新春豆まき

全日本ろうあ連盟・神奈川県聴
覚障害者連盟の皆さんが手話言
語条例可決の御礼に表敬訪問。



●昭和43年3月8日　横浜市磯子区生まれ
●横浜雙葉小・中・高等学校卒業
●明治学院大学社会学部社会福祉学科卒業
●日商岩井㈱ / ㈱メタルワン

●自民党かながわ政治大学12期生
●平成23年4月　県議会議員初当選
●厚生常任委員
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中原正一位稲荷大明神初午祭り/杉田南部餅つき/
西町餅つき/丸山台餅つき/
滝頭八幡神社新春豆まき/
酒販組合新年会
森浅間神社節分祭
横浜総合卸センター賀詞
交換会/磯子区食品衛生
協会新年会
杉田劇場10周年記念式典
新春磯子区スポーツ人の集い
根岸駅前商店街協同組合賀詞交換会
自民党横浜市連新年賀詞交換会
神奈川県議会防衛議員連盟意見交換会/
磯子区生活衛生協議会新年度会
チームかながわ遊説活動

2月　1日

3日

4日

5日
6日
7日
9日
10日

11日

横浜南部地区郵便局長会総会/磯子区薬剤師会新
春の集い
自民党県連大会
本会議
本会議/神奈川県社交飲食業生活衛生同業組合賀
詞交換会
本会議
本会議/磯子区商店街連合会新春の集い
洋光台梅の里まつり/磯子区
少年野球連盟新春の集い
清謡連合新春の集い
本会議
本会議
本会議/磯子区飲食店
組合通常総会
本会議

14日

16日
17日
18日

19日
20日
21日

22日
23日
24日
25日

26日
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